
 

 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★期 日 ：令和 6年 11月 23日（土） 

★会 場 ：北浦和小学校グラウンド 

★主 催 ：北浦和サッカースポーツ少年団 

★共 催 

 

★後 援 

★協 賛 

：国際ロータリー第 2770地区・浦和北ロータリークラブ 

：北浦和サッカー少年団後援会 

：北浦和小ＰＴＡサッカー部 

：株式会社明高堂 

 有限会社弘武堂スポーツ 

 スポーツ外傷専門医 高橋接骨院 

  医療法人社団誠信会 かさい医院 

 

 

地地地球球球にににやややさささしししいいい大大大会会会   

− 兼・浦和北ロータリークラブ杯争奪少年サッカー大会 –  

第 28回 吉川杯 
 



第 28回 吉川杯 

 

私のサッカーは、中学校時代（市立白幡中）の部活での池田 久先生との出会いから。 

昭和 53年長男直樹がどこかで落としてしまった保険証、それが「登坂商店」に・・・。 

当時、団の役員さんだったご主人との出会いから、北浦和サッカー少年団とのつきあいが始まり、 

そして、親子共々お世話になって、56年、60年、平成 3年と 3人の息子が卒団。その後も毎年入団 

してくる子を見ているうちに、そして孫まで入団（平成 21年卒団）で、現在に至ってしまいました。 

１年生が入ってきた。あの兄弟が入ってきた。手の焼ける幼児が入ってきた。苦労だがとてもおもし

ろい。練習を見るのもともかく、この子らと一緒に遊んでいるつもり。だから、終わった後、たがいに

「ありがとうございました」の言葉を交わす。ちゃんとできるまで何回でもやり直します。 

この子供たちとの出会いに感謝して、団創設（1965年）30周年記念を機に思いきって設けました、 

低学年の大会キッカー（吉川
きっかわ

）杯です。よろしく。 

 

永らく、子供たちの指導に当たってこられた、（故）田中 英次さん（当団創設者）や、当時 19歳の若

さでその後を引き継いだ吉野弘一さん、そしてコーチの仲間。また、多くのスポーツ少年団の指導者の

方々が、長く続けておられることに敬意を表すとともに、皆様方のお力添えで、ちいちゃな子のちいち

ゃな、このゲーム、交流が、末永く続くならば幸いです。 

 

東北地方では、サッカーがやりたくても出来ないでいる子たちがいることを、忘れないで欲しいと思

います。サッカーが出来ないでいる子たちの分まで、精一杯頑張りましょう。 

 

人との出会い。その多くの仲間との“和”を大切に！ 

北浦和サッカースポーツ少年団 

代表  吉川 政男 
 

 

仲本少年団在籍でした、田中 英次さんの言葉に「スポーツは人生の良き友であれ」とあります。 

子どもたちのことが大好きな田中英次さん、平成２３年９月１２日永眠・・・。      
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昭和 61 年創設以来ＰＴＡの和づくりに参加。当初県内では１チームでスタート 

したが、今やリーグ戦が行われるほど発展！ 

 

  

北浦和小ＰＴＡサッカー部 
 毎週水曜 19：00～20：30 

 問合せ   080-5445-3668（中村） 
  部員募集中 

代表  吉川政男 



 

 

 

 

 

 

１．主       旨 チーム相互の友情の和を広げるとともに、低学年から中学年への技術の向上を目指す 

２．大 会 規 則 日本サッカー協会競技規則に準ずる 

３．参 加 資 格 小学校 3年生以下による構成とする 

U２ ４．参 加チーム 6チーム 

５．参  加  費 6,000円 

６．大 会 規 定 

 ａ.競技方法 

  

 

 ｂ．試合時間 

 ｃ．順位決定   

ｄ．試合球 

 ｅ．選手交代 

 ｆ．審    判 

 

 

 

 

  ｇ．表    彰 

 

・8人制（スパイク不可） 

・予選リーグを行った後、順位決定戦を行う 

・日本サッカー協会 8人制ルールに準ずる 

予選 10分ハーフ：HT3分 順位決定戦 15分ハーフ：HT5分 

①勝点 ②得失点 ③総得点 ④当該対決の勝者 ⑤抽選 

本部にて用意する 

自由な（ベンチより）交代とし、選手人数には制限を設けない 

・予選 2人制、順位決定戦から 3人制で実施 

・審判服の着用義務はありません 選手と色が近い場合はビブスにて対応可 

・副審フラッグは本部にて用意します 

・交代時ゲームは止めず、ロスタイムは設けない（※ＧＫ除く） 

・終了後、審判カードは本部へ提出してください 

優賞チームにカップ、個人賞の授与（大会結果等は後日送付） 

７．大 会 運 営 ・車両は 1チーム 1台まで 

 公共交通機関及び近隣パーキングをご利用ください 

・自転車は正門側駐輪場へ 東門への駐輪は禁止です 

・感染症対策等はチームごとに行って下さい 

・大会本部、対戦チームベンチ挨拶及び握手等は省略致します 

・本部での治療は応急処置のみとなります 

・審判への飲料提供は行いません 

・喫煙は指定場所を使用してください 灰皿は各自にて持参ください 

・開会式は実施しません 閉会式にはチームプレートを持参し集合して下さい 

・ゴミは少なくして持ち帰り「地球にやさしい大会」を目指します 

当日出たリサイクル物は本部にて回収しています 

・帰りは身の廻りをきれいに、忘れ物がないようお願いします 

・雨天中止の場合は、午前 7時までにご連絡します 

・校内入場開始は 8時 20分からです 時間前入場は対応致しません 

・午前 8時 50分より、本部前にて打ち合わせを行います 

【怪我等による救急先】 

 高橋接骨院（外傷等） 048-824-0246 

 かさい医院（内科）  048-833-6226 

 

 

 
ー２ー 

大 会 要 項 



《 ルールについて 》 
基本的に『ＪＦＡ８人制サッカー競技規則』に準ずる 
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ルールの基本的考え方 

※ 審判 2人制を採用（予選のみ）することにより、選手のフェアプレー精神を養う 

※ 審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない 

※ フェアな姿勢を養う 

※ 指導者や保護者など、大人のフェアプレーの精神も養う 

審判員の試合運営上の留意点 

※ 2人制であることから、よく動き、よい位置取りを心がけて説得力ある判定を目指す 

※ オフサイドの判定については、主審の見解で明確な場合のみ罰し、原則的に 

「疑わしきは罰せず」の考え方をとる 

※ ファールスローは明らかな場合のみを罰し、指導も行う。1度のみやり直し。 

※ フェアプレーの精神、良いマナーを養う目的から判定に対してや他の人に対しての 

言動にも注意を払い、指導していく 

 

試合コート 


